
１．目標　　
· 私たちが生活していく上での様々な危険を知り、危険を回避するための備えや自分たちにできることについて考える。
· 危険を回避するための意識や行動を身に付けるための知識や情報を獲得する。
· 自分たちに実践できることを考え、新たな問題意識をもつ。
２．題材について
「地震を知る」で学んだことを基に、本単元では自分の命を守ったり備えたりする「自助」の考え方から、近隣が互いに助け合って地域を守ったり備えたりする「共助」の考えへと視点を広げさせる。「共に生きる」ということを意識して自分たちが実践できることについて考えることで、下級生や身近な人に対する接し方や自分自身の生き方をあらためて見つめ直す機会にしたい。
３．つながりを意識した指導の工夫
対象者を自分にとって身近な学校や家庭から、地域へと広げることによって、意欲をもって活動に取り組む。また、これまでの外部機関とのつながりを生かし、専門的知識等をどのように活用するのかを自分自身で考え、課題解決することによって、安全に対する行動の実践力を高める。
４．指導計画　
	時数
	学習活動

	１
（総合）
	自分たちの生活の危険について考え、発表し合う。

	２
（総合）

本時
	これまでの学習を生かし、私たちの生活を危険から守るために、自分が実践できることについて考え、課題設定することができる。

	３・４
（総合）
	共に生きるために、今の自分にできることは何かを考え、実践する。
グループごとに実践したことをまとめる。

	５
（総合）
	実践してきたことを発表し、意見を交流する。


５．本時の展開（２／５時）　
(１)ねらい

　　これまでの学習を生かし、自分が実践できることについて考え、課題を設定する。
　(２)展開
	児童の活動(・予想される児童の反応)
	○指導上の留意点（■評価　◆教材等））

	1. 前時にそれぞれが作成した地図を重ね、自分たちの生活の危険を考える。
　・


2. 自分たちが実践できることについて意見を出し合う。

· 「共に生きる」とは？
· 仲間と共に生きる。
· 周りの人と助け合う。
· みんなで災害を乗り越える。
　
· 地域の防災・防犯マップをつくろう。
· あらゆる場所での避難のパターンをまとめよう。
· 過去の事故や災害から学んで生かしていけることを調べよう。
· 自転車事故について調べ、自転車の安全な乗り方をポスターにしよう。
· 避難所でできることはないか調べよう。
3. 次時の見通しをもつ。
	· 前時に各々が作成した危険な場所を示した地図を活用する。
(透明シートにかく)
· 地図上に透明シートを重ね、透明シートに記入させる。それぞれの調べた危険な場所を重ねることで、様々な危険を予測させる。
· 危険の種類ごとに分類し、色分けして記入させる。

· 学区域の地図　　武蔵野市の地図

· 東京都の地図

· 前時に作成した透明シート

· 「共に生きる」という視点をもって考えさせる。
· 事故や災害を防ぐために、事故や災害が起きている時に、事故や災害が起きた後で等、場面ごとに考えさせることで、実践のイメージをもたせる。
· だれかにやってもらいたいではなく、自分に実践できることを考えさせる。

· 学んだことをもとに自分にできることを考えている。
· 次時の学習の見通しをもつ。


～【危険なエリア】として考える～


学区域のことを考えてみたい。


買い物や塾の行き帰りで通る、吉祥寺駅周辺はどうなっているだろう。


ハザードマップのように、武蔵野市全域を考えたい。





共に生きる　　今、自分にできることは何か。
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自分たちにできることを考えよう





　　　　　　　　　１組　39名　指導者　佐藤　有紀





～【危険の内容】として考える～


地震が起きたら、危ない場所


不審者が出没しそうな場所


交通事故の多い場所、人が多い場所、少ない場所











